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              多変量尺摩混合分布の漸近展開
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という形の関数で近似する：
















            フィッシャーのナイル河問題について
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              ブートストラップ信頼区間の構成
                                    小 西 貞 則
 観測されたデータに基づいて，母集団の特性を数値的に探る一つの統計的手法がブートストラップ法
である．この手法の特徴は，極めて緩やかな仮定のもとでより複雑た問題を取り扱える点にある．ここ
では，・ブートストラップ法に基づいて信頼区間を構成する問題を，ノンパラメトリックたモデルのもと
で理論的に検討し，手法の持ついくつかの性質および特徴を明らかにした．
 いま未知の確率分布Fからのm個の無作為標本に基づく推定量θを用いて，パラメータθを推定す
る．ここで，経験分布関数Fに対して，θ＝T（F）およびθ＝T（F）とたる汎関数丁が存在するものと
仮定する．いまθ＊をFからのブートストラップ標本に基づく推定量とし，その分布関数をG（κ）＝
P（θ＊＜κ）と置く．G（κ）の分布を理論的に導くことができる場合はまれで，これを数値的に近似するた
めの計算法がブートストラップ法といえる．最も基本的た形の信頼係数1－2αの信頼区間は［G■1（α），
G－1（1一α）］で与えられる．
 ブートストラップ法の理論的研究が進み，より精度の高い信頼区間を構成するには，推定量の分布の
偏りと盃の補正が必要であることが指摘された．これに答えてEfron（1987）は，これらの修正を施した
いわゆるBC証法と呼ばれるブートス．トラップ信頼区間を提唱した．実際，提唱された方法は，
